
１．はじめに

木沢村は徳島県の南西部、那賀川の上流に位置し、

西は剣山を背にして東祖谷山村、北は木屋平村及び

神山町、南は木頭村及び上那賀町、東は上勝町、六

つの町村に隣接する山間の村である。村の中央には

坂州木頭川が東西に流れ、那賀川に注いでいる。

私たち社寺建築班は、10月８日から村内に入り、

社寺建築を建築学的見地から調査した。神社は20カ

社、寺院、お堂は９カ寺を調査し、案内図（後掲の

図６）を作成し、それぞれの建立年代や構造、建築

様式などを一覧表（表１・２）にまとめた。そのう

ち神社２カ所、寺院１カ所、お堂１カ所については

詳細調査を行い、実測図を作成した。

また、９カ所の社寺から73枚の棟札
むなふだ

を発見し、そ

の寸法、年代、大工名等の内容を調査することがで

き、建立年代等の確定に大きな成果を得た。

２．木沢村の社寺建築概要

１）神社建築の概要

神社は20社を調査した。その建築年代については、

書籍や棟札から確認できるもの以外は、建築様式か

ら推測することとする。

村内で最も古いものは、坂州の八幡
はちまん

神社本殿（図

１）で、棟札より江戸末期の弘化３年（1846年）の

再建であることが確認できた。その他に江戸末期の
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板東　知子
＊１

大坂　公吉
＊２

黒崎　仁資
＊３

後藤田佳男
＊４

酒井　勇治
＊５

坂口　敏司
＊６

谷田　　望
＊７

富田　眞二
＊８

中野　真弘
＊９

宮田　千鶴
＊10

村上　香奈
＊７

森兼　三郎
＊11

龍野　文男
＊12

図１　八幡神社（坂州）本殿

＊１　徳島県住宅課　　＊２　大坂工務店　　＊３　黒崎建設　　＊４　徳島市安宅町　　＊５　徳島市東新町　　＊６　坂口建築設計室　　＊７　徳島
大学大学院　　＊８　富田建築設計室　　＊９　真建築都市研究室　　＊10 徳島大学工学部　　＊11 Ａ＋Ｕ森兼設計室　　＊12 龍野建築設計事務所

図２　宇奈為神社本殿



ものとしては、木頭の宇奈為
う な い

神社本殿（図２）があ

り、棟札によると安政３年（1857年）に再建されて

いる。また宇奈為神社境内にある熊野本宮、熊野新

宮、熊野那智宮、八社宮も同じく安政３年（1857年）

の再建である。これら坂州の八幡神社本殿、木頭の

宇奈為神社本殿ほか４宮は、県南那賀、海部両郡内

の社寺を多く手がけている地元の宮大工湯
ゆ

浅
あさ

岩蔵
いわぞう

に

よって再建されたものであることが棟札からも確認

できた。

またこれらの建物は、虹
こう

梁
りょう

や肘
ひじ

木
き

の彫り物が簡素

である反面、向拝
こうはい

の中
なか

備
ぞなえ

彫刻や木鼻、身舎
も や

の妻
つま

飾
かざり

に

は表現豊かで派手な彫刻が施されており、彼の巧み

な技が見て取れる。（図３）その他の神社は様式か

ら推測する限り明治以降に建立されたものと考えら

れる。

木沢村の神社建築の様式は、神明造りが出羽
いずりは

の

倭 武
やまとたける

神社本殿で、その他はすべて流
ながれ

造りであり、

見世
み せ

棚
だな

造りの小
しょう

社
しゃ

殿
でん

も見られた。流造りとは切妻
きりつま

、

平入
ひらいり

の本殿正面の屋根を伸ばして向拝としたもの

で、県下において圧倒的に多い様式である。規模は

柱間の数で表し、木頭の宇奈為神社境内の八社宮と

川成
かわなり

の八幡神社本殿が二
に

間社
けんしゃ

、その他はすべて

一間社
いっけんしゃ

で、三間社
さんげんしゃ

流造りは見られなかった。

那賀川流域の社殿建築の特徴として軒裏の手
て

先
さき

を

四方八方に出す組物（図４）があるが、この組物は、

前述の湯浅岩蔵の系統のものに多く見られるもので

ある。木沢村においても彼の技巧により建てられた

宇奈為神社の熊野本宮と掛盤
かけばん

の八幡神社で確認でき

た。

２）寺院建築の概要

寺院は１カ寺、お堂は８カ所を調査した。

村内の寺院は黒滝寺ただ一つであり、延暦12年

（793年）弘法大師による開
かい

基
き

と伝えられており、四

国霊場二十一番札所太龍寺の奥の院である。現在の

黒滝寺本堂は『木沢村誌』（1976）によると江戸中

期、享保元年（1716年）に再建されている。

お堂は、出羽の阿弥陀堂（図５）が最も古く江戸

後期、棟札より安永２年（1773年）に再建されてい

ることが確認できた。また木頭の長福寺（木頭の庵）

と木頭名の虚空蔵堂
きょくうぞうどう

も木鼻や肘木の彫り物などの様

式から判断する限り、この時期の再建であることが

推測されるが、今回の調査では建築年代の確定には

至らなかった。

木沢村の社寺建築の特徴は、神社境内に農村舞台

が現存していることである。昭和49年に県の文化財

に指定され、後に平成10年に国指定重要有形民俗文

化財となった坂州農村舞台をはじめ今回の調査でも

15カ所の神社で農村舞台が確認できた。また、隣接

してお堂が建てられている所が３カ所あった。これ

も木沢村の社寺建築の特徴の一つである。
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図３　向拝の中備彫刻　八幡神社（坂州）

図４　八方向に延びる組物　八幡神社（掛盤） 図５　出羽の阿弥陀堂
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１．宇奈為神社 10．八幡神社（岩倉） 19．天神社（栩平） g．観音堂（五倍木）

２．八幡神社（小畠） 11．稲荷神社（川成） 20．雲早神社 h．長福寺（木頭の庵）

３．八幡神社（掛盤） 12．八幡神社（横谷） A．黒瀧寺

４．八幡神社（木頭名） 13．八幡神社（杉ノ尾） a．地蔵堂（岩倉）

５．八幡神社（加持久保） 14．倭武神社（出羽） b．薬師堂（川成）

６．八幡神社（坂州） 15．八幡神社（大用地） c．阿弥陀堂（小畠）

７．神影神社 16．神明神社 d．阿弥陀堂（出羽）

８．八幡神社（高野） 17．倭武神社（坂州） e．地蔵堂（阿津江）

９．八幡神社（当山） 18．倭武神社（高野） f．虚空蔵堂（木頭名）

２） ４） ５） ７） ８） 10） 11） 12）

13） 14） 15） ｂ） ｃ） ｅ） ｆ） ｇ）
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図６　木沢村の社寺建築案内図
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表１　神社建築調査一覧表

表２　寺院建築・御堂建築調査一覧表

神　社　名 

１　宇奈為神社 

 

 

 

 

 

２　八幡神社 

 

３　八幡神社 

４　八幡神社 

 

５　八幡神社 

 

６　八幡神社 

 

 

７　神影神社 

 

８　八幡神社 

 

９　八幡神社 

 

10　八幡神社 

 

11　八幡神社 

 

12　八幡神社 

 

13　八幡神社 

 

14　倭武神社 

 

15　八幡神社 

 

16　神明神社 

 

17　倭武神社 

18　倭武神社 

19　天神社 

20　雲早神社 

鎮　座　地 

木頭字内ノ瀬１ 

 

 

 

 

 

小畠字平畑43 

 

掛盤字上榎７ 

木頭名字寺野８ 

 

阿津江字加持久保２ 

 

坂州字広瀬32 

 

 

沢谷字谷屋敷１ 

 

寺内字寺内２  

 

当山字梅ノ久保１ 

 

岩倉 

 

川成 

 

横谷 

 

沢谷（杉ノ尾） 

 

出羽 

 

大用地 

 

阿津江 

 

坂州（宮の窪） 

高野 

出羽（栩平） 

沢谷    

農村舞台※1 

木造6×3.5　入母屋造鉄板葺 

蔀帳有り 

 

 

 

 

木造4.5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳有り 

木造5×3　切妻造鉄板葺 

木造5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳、太夫座有り 

 

 

木造6×3　寄棟造茅葺鉄板覆 

蔀帳、太夫座有り 

国指定　重要民俗文化財 

木造3×2　切妻造鉄板葺 

 

木造5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳有り  

木造5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳、太夫座有り 

木造4×2.5　切妻造鉄板葺 

 

木造3.5×2　切妻造鉄板葺 

蔀帳有り 

木造3.5×2　切妻造鉄板葺 

 

木造4.5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳、太夫座有り 

木造5×2.5　切妻造鉄板葺 

蔀帳、太夫座有り 

木造5×2.5　片入母屋造鉄板葺 

蔀帳有り 

木造3.5×2.5　入母屋造鉄板葺 

蔀帳有り 

 

創　建 

不詳 

 

 

 

 

 

不詳 

 

不詳 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

祭　神 

豊玉彦命　豊玉姫命 

玉依姫命 

 

 

 

 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　足仲彦命 

息長帯姫命 

 

安徳天皇 

（相殿）須佐之男命　草薙剣 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　足仲彦命 

息長帯姫命 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

品陀和気命　息長帯姫 

大雀命 

日本武命 

 

品陀和気命　息長帯姫命 

大雀命 

天照皇大神 

 

日本武尊 

日本武尊 

 

 

鳥居様式（材料） 

台輪（コンクリート） 

昭和29年 

 

 

 

 

 

 

台輪（木造） 

台輪（コンクリート） 

 

台輪（木造） 

昭和54年 

台輪（コンクリート） 

昭和6年 

 

明神（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 

 

台輪（木造） 

 

台輪（木造） 

 

両部（木造） 

平成２年 

両部（木造） 

 

 

 

台輪（木造） 

 

台輪（コンクリート） 

 

台輪（木造） 

 

コンクリート 

昭和36年 

明神（コンクリート） 

 

台輪（木造） 

明神（木造） 

旧社格 

旧郷社 

 

 

 

 

 

旧村社 

 

旧村社 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

 

旧村社 

旧村社 

 

 
 ※１　舞台の規模は桁行×梁間で表す 

寺　院　名 

A　黒瀧寺 

 

a　地蔵堂 

b　薬師堂 

c　阿弥陀堂 

d　阿弥陀堂 

e　地蔵堂 

f　虚空蔵堂 

g　観音堂 

h　長福寺（木頭の庵） 

所　在　地 

阿津江黒滝山５ 

 

岩倉 

川成 

小畠 

出羽 

阿津江 

木頭名 

掛盤五倍木 

木頭 

 開　基 

延暦12年

※１ 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

不詳 

宗　派 

高野山真言宗 

建物名　屋根形式　屋根材　建築年代 

本堂　木造　寄棟造　銅板葺 

享保元年（1716）再建※１ 

堂　木造　宝形造　銅板葺　平成11年再建 

堂　木造　宝形造　銅板葺 

堂　木造　宝形造　鉄板葺　四方出桁造 

堂　木造　方形造　鉄板葺　安永２年（1855）再建 

堂　木造　切妻造　鉄板葺 

堂　木造　宝形造　鉄板葺 

堂　木造　宝形造　鉄板葺 

堂　木造　宝形造　鉄板葺 

本　尊 

十一面観世

音菩薩 

地蔵菩薩 

薬師如来 

阿弥陀如来 

阿弥陀如来 

地蔵菩薩 

虚空蔵菩薩 

聖観音 

阿弥陀如来 
※１『木沢村誌』（1976） 
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平成16年10月末日現在

平成16年10月末日現在

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

本殿　建築様式 

宇那為神社　木造一間社流造　鉄板葺 

熊野那智宮　木造一間社流造　鉄板葺 

熊野本宮　木造一間社流造　銅板葺 

熊野新宮　木造一間社流造　鉄板葺 

八社宮　木造二間社流造（見世棚造）鉄板葺 

鎮守社　木造一間社流造　鉄板葺 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社流造　鉄板葺 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社流造　鉄板葺 

 

木造一間社流造　鉄板葺 

 

 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社流造　鉄板葺 

 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社流造　鉄板葺 

折れ屋根 

木造二間社流造（見世棚造）　銅板葺 

折れ屋根 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社流造　銅板葺 

 

木造一間社神明造　鉄板葺 

 

木造一間社流造　銅板葺 

 

 

 

木造一間社流造（見世棚造）　鉄板葺 

木造一間社流造　鉄板葺 

木造　小社殿 

木造　小社殿 

 特　記　事　項  

棟札22枚　最古のものは元禄７年（1694） 

現在の建物は安政３年（1856） 

 

 

 

 

棟札５枚　最古のものは文久２年（1862）阿弥陀堂 

 

 

 

 

 

 

棟札23枚　最古のものは延宝５年（1677） 

 

現在の建物は弘化３年（1846） 

 

 

 

 

 

 

棟札13枚　最古のものは元禄元年（1688） 

現在の建物は昭和49年  

 

 

 

 

 

 

棟札５枚　最古のものは安永２年（1773）阿弥陀堂 

現在の建物は昭和18年 

 

 

約20年程前台風により本殿倒壊 

 

 

 

棟札１枚　明治23年（1890） 

 

拝殿　建築様式　向拝 

木造　入母屋造　本瓦葺 

向拝：大唐破風　本瓦葺 

 

 

 

 

木造　切妻造　鉄板葺 

向拝：切妻造　鉄板葺 

木造　入母屋造　鉄板葺 

木造　入母屋造　銅板葺 

向拝：入母屋造　銅板葺 

木造　入母屋造　鉄板葺 

 

木造　入母屋造　桟瓦葺 

向拝：入母屋造　桟瓦葺 

 

木造　片入母屋造　鉄板葺 

 

木造　入母屋造　鉄板葺 

 

木造　入母屋造　鉄板葺 

 

木造　入母屋造　鉄板葺 

 

木造　切妻造　鉄板葺 

 

 

 

木造　片入母屋造　鉄板葺 

 

木造　入母屋造　鉄板葺 

 

木造　切妻造　鉄板葺 

 

○ ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

A：板脇障子　B：八方向に延びる組物 

建物名　屋根形式　屋根材　建築年代 

大師堂　木造　宝形造　銅板葺　明治25年（1892）再建※１ 

方丈　木造　入母屋造　銅板葺　昭和31年改築※1

 特　記　事　項 

平成６年本堂屋根銅板葺替 

 

棟札４枚　最古のものは宝暦12年（1762） 



３．木沢村の各社寺建築

１）八幡神社（表１－６）

鎮座地―坂州字広瀬32

［本殿］木造　一間社流造　鉄板葺

身舎―円
えん

柱
ちゅう

（粽
ちまき

）切
きれ

目
め

長
なげ

押
し

内法
うちのり

長押　頭
かしら

貫
ぬき

木
き

鼻
ばな

（拳
こぶし

）台
だい

輪
わ

二
ふた

手
て

先
さき

（尾
お

垂
だる

木
き

付）詰組
つめぐみ

中備
なかぞなえ

彫刻（正面：因
いな

幡
ば

の白
しろ

兎
うさぎ

）彫刻板支
し

輪
りん

二軒
ふたのき

繁垂
しげだる

木
き

妻飾・二
に

重
じゅう

虹
こう

梁
りょう

中備彫刻　彫刻板支輪

大
だい

斗
と

束
つか

二段出
で

三
みつ

斗
ど

向拝―角柱（几
き

帳
ちょう

面
めん

）虹梁型頭貫木鼻（獅子
し し

）錫杖
しゃくじょう

彫
ぼり

二段出三斗（送
おくり

斗
と

付） 中備彫刻 手
た

挟
ばさみ

二軒繁垂木　三方
さんぽう

切
きれ

目
め

縁
えん

刎高欄
はねこうらん

脇
わき

障
しょう

子
じ

木階
きざはし

五
ご

級
きゅう

（木
こ

口
ぐち

） 昇
のぼり

擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

高欄 浜床
はまゆか

千木
ち ぎ

―垂直切３本　堅
かつ

魚木
お ぎ

―３本

（図７～９）

この社は木沢村東南部、村役場のある坂州に鎮
ちん

座
ざ

する。「創建
そうけん

年代は不詳。もと八幡宮と称し、明治

３年に現社号に改称、同５年村社となる。」と徳島

県神社誌に記述がある。今回の調査において、この

神社より23枚の棟札を確認し、建立年代や宮大工を

確定することができた。棟札によると、この社は、

弘化３年（1846）のもので今回調査した中では最も

古い社であることがわかった。

本殿は一間社流造りで、青石基
き

壇
だん

に載る。身舎部

分は円柱（粽）を切目長押と内法長押で固め、柱頭

部には拳鼻付きの虹梁型頭貫、その上に台輪が載る。

身舎の組物は二手先で中央部に柱頭部と同様の組

み物を置く詰組がある。これは、鎌倉時代の初期に

発生した禅宗様に代表される様式のひとつである。

妻飾は二重虹梁にさまざまな中備彫刻が施されそ

の上に大斗束と二段に組んだ出三斗を立てる。（図７）

向拝部分は几帳面取の角柱を立て、虹梁型頭貫で

固め獅子木鼻が付く。柱頭部は軒の出を深くするた

めに二段出三斗に送斗の付く組物で構成され、身舎

側へは手挟が取り付く。頭貫虹梁型木鼻の下面には

錫杖彫りが施されている。軒は、二軒繁垂木である。

宮大工は棟札より湯浅岩蔵であることが確認され

た。その特徴として身舎正面の中備彫刻に氷を砕い

たような岩の彫刻が見られる。虹梁や肘木に施され

た彫刻は簡素であるが、向拝から身舎にかけての中

備彫刻には、建速須佐之男命の八岐大蛇退治や因幡

の白兎、浦島太郎や閻魔と鬼などの昔話が施され、

見る者を飽きさせない。三方切目縁に刎高欄を回し

脇障子に取り付く。木階は五級の木口階段で、平成

15年に改修され、木口は横長の長方形になっている。

また、境内には国指定重要有形民俗文化財の農村

舞台（図９）が建ち、軒を深くするための出
で

桁
げた

造り

（せいがい造り）やこき柱を用いた落とし込み工法

を見ることができる。村内の農村舞台では唯一秋祭

りにおいて人形浄瑠璃や素人芝居が催されている。
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桟唐戸 

円柱 脇障子 

三方切目縁 

木階五級 

浜床 
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図８　本殿平面図

図７　本殿妻飾 図９　農村舞台



２）宇奈為神社（表１－１）

鎮座地―木頭字内ノ瀬一番地

この社は木沢村役場の北方、那賀川沿いの一角に

鎮座する。創立年代や由緒は不詳であるが、延
えん

喜
ぎ

式
しき

内社
ないしゃ

であり平安時代にはすでに成立していた古社で

ある。木頭地域の氏神であり、豊玉彦命・豊玉姫

命・玉依姫
たまよりひめ

命を祭神とする。後の鎌倉時代後期に熊

野十二社権現を勧
かん

請
じょう

し、当本殿の周辺に熊野本宮・

熊野新宮・熊野那智宮・八社宮が鎮守社と共に祀ら

れた。それらの他にも、多くの末社
まっしゃ

や御輿
みこ し

庫
こ

・農村

舞台が建つ。当社は、天正10年（1582）長曽我部元

親の兵火と嘉
か

永
えい

年間に、二度に渡り焼失している。

現在の社殿は拝殿や小祠・舞台・御輿庫・拝殿を除

いて、安政３年（1856）大工・湯浅岩蔵によって建

立された。岩蔵の手による本殿等建築は、那賀川流

域の地域特徴ともなり、現存する寺社建築は他地域

のものも含めて、多くの共通点を持つ秀逸なもので

ある。社殿に納められた22枚の棟札でも確認できた

ことは今回の収穫であった。また岩蔵の建立した五

つの社殿も、それぞれの特徴を造り出しており、匠

の技と遊びを見ることができる。

［宇奈為神社・本殿］木造　一間社流造　鉄板葺

身舎―円柱　切目長押　内法長押 台輪（木鼻）頭

貫木鼻（拳）出三斗　二軒繁垂木　妻飾・虹

梁　大瓶束笈型
たいへいづかおいがた

開閉装置・桟唐
さんから

戸
ど

向拝―角柱　木鼻（象）連三
つれみつ

斗
ど

手挟　三方切目縁

脇障子　浜床　木階三級（木口）

千木―なし　堅魚木―なし

［熊野本宮・本殿］木造　一間社流造　鉄板葺

身舎―円柱（粽）切目長押　内法長押　頭貫木鼻

（獅子）三手先（八方）二軒繁垂木　妻飾・

二重虹梁　大瓶束笈型　中備彫刻　開閉装

置・桟唐戸

向拝―角柱（几帳面）虹梁型頭貫木鼻（獅子）錫

杖彫　出三斗（皿斗付）繋海老虹梁　手挟

三方切目縁　刎高欄　脇障子　浜床　木階五

級（木口）中備彫刻　腰組・二手先

千木―なし　堅魚木―なし

［熊野新宮・本殿］木造　一間社流造　鉄板葺

身舎―円柱（粽）切目長押　内法長押　頭貫木鼻

（拳）台輪（木鼻）出三斗　二軒繁垂木　妻

飾・虹梁　大瓶束笈型　開閉装置・桟唐戸

向拝―角柱（角面）虹梁型頭貫木鼻（象）錫杖彫

二段出三斗（皿斗付）三方切目縁　脇障子　木

階三級（木口）浜床　中備彫刻　繋海老虹梁

千木―なし　堅魚木―なし

［熊野那智宮・本殿］木造　一間社流造　鉄板葺

身舎―円柱（粽）地長押　内法長押　台輪（木鼻）

頭貫木鼻（拳）出三斗　二軒繁垂木　妻飾・

虹梁　大瓶束笈型　開閉装置・桟唐戸

向拝―角柱（几帳面）虹梁型頭貫木鼻（象）錫杖

彫二段連三斗　出三斗　三方切目縁　脇障子

浜床　木階三級（木口）中備彫刻　繋海老虹

梁

千木―なし　堅魚木―なし

［八社宮・本殿］木造　二間社流造（見世棚造）折

屋根　鉄板葺

身舎―円柱（粽）切目長押　内法長押　台輪（木鼻）

頭貫木鼻（拳）出三斗　板軒　妻飾・虹梁

大瓶束　開閉装置・桟唐戸

向拝―角柱（几帳面）虹梁型頭貫木鼻（象）出三斗

見世棚　繋海老虹梁

千木―なし　堅魚木―なし

［農村舞台］木造　桁行六間　梁間三間半　一重入

母屋造　波トタン葺（元寄棟造茅葺）出桁

（セガイ）造　実肘
さねひじ

木
き

付
つき

大
だい

斗
と

二軒 疎
まばら

垂木

蔀
ぶ

帳
ちょう

付（一枚） （図10～15）

最も高い位置に鎮座するのが宇奈為神社本殿で、

切石基壇の上に建つ、小規模で簡素に造られた一間

社流造である。明治31年に屋根の葺き替え、大正４

年には亜鉛鉄板に葺き替えが行われた。身舎は、円

柱を切目と内法長押で回し、柱頭部を頭貫と台輪

（共に木鼻付）を載せて、出三斗を組んで丸桁以下

屋根を受けている。妻飾りは、虹梁に大瓶束を立て

て、笈型は幕末らしく雲模様の彫刻を隙間なく入れ

ている。向拝の柱頭部は頭貫を通さず、内外に木鼻

を付けてその上部に出三斗を置いて丸
が

桁
ぎょう

を載せる。

虹梁型頭貫と外側の木鼻（象）の頭部に乗る送斗、

切目縁の高欄などを省略するなど、簡素に仕上げる

のもこの社の特徴である。

熊野本宮本殿（図11）は拝殿の後方に位置し、大

工・湯浅岩蔵の代表作とされる一間社流造の社殿で
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ある。宇奈為神社本殿同様、二度の罹災後の江戸末

期の安政３年（1856）に再建された。その後明治13

年に大修理、同31年に屋根の葺き替え、大正４年に

屋根を亜鉛鉄板に葺き替えられ、数度の修理が繰り

返された。身舎は粽柱に切目と内法長押を回し、柱

頭部には頭貫（獅子）と台輪を載せて八方に組まれ

た三手先を受ける。柱筋から直角方向と外側に組み

物を出し、詰組にするのが本来の姿であるが、あえ

て詰組とせず、四方八方に組物を出すことによって

重厚さを演出している。この手法は和歌山県の社寺

建築に採用されており、他の地方では見られない手

法である。県内においても那賀川流域のみに多く見

られる。上部に組物が拡がり、柱間を中備彫刻が填

め込まれ、岩蔵独特の賑わしさを見せる。さらにそ

の上部の妻飾りには、二重虹梁と大瓶束笈型など、

壁の隅々まで彫刻が施される。（図13）向拝は、角

面柱の柱頭部に虹梁型頭貫を渡し、端部に象木鼻と

柱間に中備彫刻を填め、組物は出三斗（皿斗付）に

連斗を置いて二段に組む。木階は木口の五級、三方

に回した切目縁には唯一刎高欄が付く。高欄の腰組

も尾垂木と木鼻を施した二手先としている。繋ぎは、

手挟と海老虹梁を併用するなど、阿南や那賀川流域

に現存する岩蔵を象徴する社殿でもある。

熊野新宮本殿（図12）は、本宮本殿の東側に位置

する。向拝柱頭部に虹梁型頭貫を通していること、

頭貫上部の柱間や木鼻の先端に鬼の彫刻などを多様

していること、向拝との繋ぎに海老虹梁を付けてい

ること、柱頭部に皿斗を挟むなどに、若干の変化を

持たせている以外は、組物や諸様式を含めて宇奈為

神社本殿同様に簡素に仕上げる。また台輪留とせず

木鼻を向拝方向に延ばしたために、繋海老虹梁に台

輪の先端が喰い込む無理な収まりとなっている。

熊野那智宮本殿（図14）は、宇奈為神社本殿の下

方、熊野本宮の西側に位置し、組物や諸様式などは

熊野新宮に酷似する。相違点は身舎が一回り小振り

であること、向拝柱頭部に皿斗を使用しないこと、

同所組物が連斗を用いていることなどである。中備

彫刻がおとなしく仕上げた分、獅子の木鼻を入れて

相殺してバランスを保っている。明治13年に大修理、

同31年に屋根の葺き替え、大正４年に屋根を亜鉛鉄

板に葺き替えた記録が残る。

八社宮（図15）は熊野新宮の東隣に位置する。こ

の本殿は身舎正面の柱間が二間あることから二間社

流造と呼ばれ稀少で、以下のような多くの特徴を持
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図10 配置、平面図



つ。屋根をなだらかな曲線とせず折屋根とすること、

木階を付けずに見世棚としていること、三方に切目

縁を設けないこと、中央の向拝柱を省略して広一間

としていること、軒裏を垂木を打たず板軒
いたのき

としてい

ること、他の社殿のように彫刻を使用せず簡素に仕

上げることなどがあげられる。この本殿も明治・大

正期に３度、屋根修繕などの維持工事が行われてい

る。全国的にみて一間社が一番多く、次いで三間

社・五間社・四間社・二間社と続く。それ以外には

七間社・八間社などがあり、山梨県の窪
くぼ

八幡神社本

殿の十一間社流造が最大となる。県内では三間社が

最大で各地域に多く分布する。一・三間社は平安時

代に成立するが、それ以外は室町時代の初期から見

え始める。

農村舞台は境内の南東の隅に西面して建つ。平入、

入母屋造、桁行六間、梁間三間半の大規模な舞台で

ある。上手鴨居（虹梁）に太夫座等の痕跡はないが、

正面雨戸の下部には、この地方独特の一枚蔀帳を備

える。建立当初は茅葺きの堂々としたものであった

が昭和32年に屋根を下ろして現在のトタン葺きとし

た。建立年代は棟札等もなく不明であるが、時代相

を表すものとして出桁を受ける持出梁や先端に架か

る組物（大斗実肘木）がある。持出梁の先端は象鼻

を造り出し、梁側面には若葉が彫られる。若葉の彫

りや木鼻は宇奈為神社本殿向拝の木鼻に、実肘木は

那智大社身舎の実肘木に酷似する。よって舞台の造

営も岩蔵等による可能性もあり、社殿造営と同時期

のものと推察できる。

以上が湯浅岩蔵等によるものであり、それ以外の

ものは八社宮の東に、鎮守社・水天宮・轟社・牛王

祠・王子祠が、那智社宮の西側に阿須賀社を祭る。

それらは小社殿（見世棚造）であり、すべてが流造

の形態で造られている。拝殿は桁行
けたゆき

４間、梁
はり

間
ま

３間

の入母屋造、正面中央に大唐
おおから

破風
は ふ

の一間向拝を付け

る標準規模の建物で、屋根は桟瓦で葺かれている。

昭和７年に建立、同37・44・48年の３回ほど屋根や

内部の改造の記録が残る。48年の屋根修繕時にすべ

ての瓦が銅線によって固定され、急勾配の屋根瓦が

頑丈となった。

境内の石造物は、コンクリート製の台輪鳥居が昭

和29年。砂岩製の狛犬
こまいぬ

も新しく昭和３年。灯籠は天

保３年（1832）と明治41年があり共に砂岩製。階段

は御影石製で明治12年に造営された。手水は二基あ

り、古いものは砂岩製のものが拝殿横にあるが年代

等不詳、新しいものは昭和61年に奉納された。百度

石は大正８年で、石造物では江戸時代後期まで遡る

ものはなかった。
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図11 熊野本宮本殿

図13 熊野本宮本殿妻飾り

図12 熊野新宮本殿 図14 熊野那智宮本殿 図15 八社宮本殿



３）黒瀧寺（表２－A）

所在地―阿津江黒滝山5

宗派―高野山真言宗

本尊―十一面観世音菩薩

本堂　木造　桁行三間　梁間三間　寄棟造　銅板葺

角柱（角面取）切目長押　内法長押　二軒疎

垂木　出三斗　蟇
かえる

股
また

向拝―一間
いっけん

縋
すがる

破風
は ふ

手挟　虹梁型頭貫木鼻（獅子）

錫杖彫　蟇股

大師堂　木造 桁行三間 梁間二間 宝形造 銅板葺

（図16～17）

黒瀧寺は黒滝山の山頂付近に位置する村内唯一の

お寺で、延歴12年の開基と伝えられている。

本堂は『木沢村誌』（1976）によると享保元年

（1716）の再建で、桁行三間、梁間三間の寄棟造で

四方に切目縁を回している。角柱を切目長押、内法

長押で固め、柱頭部には頭貫と台輪が載り、その上

に出三斗を置き軒を受ける。平成６年には屋根の銅

板葺替えをしており、その時に垂木、野地板などの

下地も取り替えている。近くに桁行三間、梁間二間

の宝形造の大師堂があり、明治25年（1892）に再建

されている。

４）長福寺（木頭の庵）（表２－ｈ）

所在地―木頭

宗派―真言宗

本尊―阿弥陀如来

木造　桁行三間　梁間二間　宝
ほう

形造
ぎょうづくり

茅葺鉄板覆

角柱（角面取）切目長押　内法長押　二軒疎

垂木　出三斗　蟇股　間斗束

向拝―一間縋破風　手挟　虹梁型頭貫木鼻（象）

錫杖彫　　　　　　　　　　　　（図18～19）

このお庵は坂州木頭川東岸の西斜面に建ち、桁行

三間梁間二間の宝形造りで、屋根は茅葺きであるが、

現在は鉄板で覆っている。様式は角柱を切目長押、

内法長押で固め、柱頭部には頭貫と台輪、出三斗が

載り、柱間に間
かん

斗
と

束
づか

を置く。正面には虹
こう

梁
りょう

型
がた

飛
ひ

貫
ぬき

を

通して正面性を持たせている。軒は二軒疎垂木で、

切目縁を四方に回す阿弥陀堂建築を取っている。向

拝は一間の縋破風で、角柱（几帳面取）の柱頭部を

虹梁型頭貫が通り、先端には像の木鼻が付く。その

上に出三斗が載り、主屋とは手挟で繋ぐ。内陣の柱

間にある蟇股の波のような形状に特徴があり、様式

から判断する限り、江戸後期の再建と考えられる。
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図17 本堂全景
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表３　棟札一覧表

名　称

八幡神社
（岩倉）

地蔵堂
（岩倉）

小畠の
舞台

阿弥陀堂
（小畠）

天神社
倭武神社
（出羽）

阿弥陀堂
宇奈為
神社

八幡神社
（坂州）

本殿

○
拝殿

鳥居 ○
不明

本殿

○
○

○

（栩平） ○
本殿

○

拝殿 ○
（出羽） ○

八社宮 ○
十二社権現中
御前新宮 ○
十二社権現兒宮
那智山本地 ○
十二社権現
證誠殿 ○
十二社権現○
十二社権現
四社 ○
十二社権現○

宝殿
幣殿、拝殿

幣殿拝殿○
本殿
阿須賀神社
鳥居
拝殿

十二社権現

若宮
○

若宮

若宮
鎮守

若宮
鎮守

鎮守

大歳二宮○
若宮 ○

番

号

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１
２
３
４
１
２

１
２
３
１
１
２
３
４
５
５
３
４

14

21

１
13

12
７

８
16
２
10
17
18
19
20
15
11
６
９
22
１
２
３
４
５
６

７
８
９

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

西暦

1688
1709
1721
1800
1831
1843
1872
1907
1974
1944
1974
1990
1624
～1643
1762
1896
1917
1999
1898
1967

1862
1886
1903
1890
1940
1943
1952
1943
1773
1694
1856
1856

1856

1856

1856
1856

1856
1880

1880
1898
1898
1914
1915
1932
1932
1932
1954
1973
1980
不明

1677
1700
1719
1734
1748
1787

1820
1820
1846

1846
1870
1870
1870
1889
1889
1889
1907
1907
1932
1932
1932
1952
1993

年号

元禄
宝永
享保
寛政
天保
天保
明治
明治
昭和
昭和
昭和
平成
寛永

宝暦
明治
大正
平成
明治
昭和

文久
明治
明治
明治
昭和
昭和
昭和
昭和
安永
元禄
安政
安政

安政

安政

安政
安政

安政
明治

明治
明治
明治
大正
大正
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和

延宝
元禄
享保
享保
寛延
天明

文政
文政
弘化

弘化
明治
明治
明治
明治
明治
明治
明治
明治
昭和
昭和
昭和
昭和
平成

年

元
６
６
12
２
14
５
40
49
19
49
２
1～20

12
29
６
11
31
42

２
19
36
23
15
18
27
18
２
７
３
３

３

３

３
３

３
13

13
31
31
３
４
７
７
７
29
48
55

５
13
４
19
元
７

３
３
３

３
３
３
３
22
22
22
40
40
７
７
７
27
５

干支

戊辰
乙丑
辛丑
庚申
辛卯
癸卯
壬申
丁未
甲寅
甲申
甲寅

壬午
丙申
丁未

戊戌
丁未

壬戌
丙戌
癸卯
庚寅
庚辰
癸未
辛卯
癸未
癸巳
甲戌
丙辰
丙辰

丙辰

丙辰

丙辰
丙辰

丙辰
庚辰

庚辰
戊戌
戊戌
甲寅
乙卯
壬申
壬申
壬申
甲午
癸丑

丁巳
庚辰
己亥
甲寅
戊辰
丁未

庚辰
庚辰
丙午

丙午
庚午
庚午
庚午
己丑
己丑
己丑
丁未
丁未
壬申
壬申
壬申
壬辰

目的

建立
上棟
再興
再興
再建
再興
再興
棟上
改築

不朽破損守護
不朽破損守護
新築

再建
再建
修本殿
修再建立
上棟

上棟（裏：維持）

再興
建立
修繕
上棟

改築（上棟）
改築（上棟）
屋根葺替（上棟）
改築（上棟）

新立
再建
造立

造立

造立

造立
造立

造立
維持

維持
葺上
葺上
新造
葺上

再築（上棟）
再築（維持）
修繕
改築
葺替
上葺

再建の説明
建立
再建
再興
建立
再興
再興

上葺
再興若宮
再興

上葺若宮
上葺
上葺若宮
上葺鎮守
上葺
上葺若宮
上葺鎮守
上葺
上葺鎮守
屋根葺（上棟）
大歳二宮改築
若宮改築
上葺（上棟）
修築

大工

大工　藤原儀代弐

大工　権太郎
大工　吉田好二良
大工　佐々木房若　喜多源吉
大工　木頭村和無田　松本利吉
大工　田中多三郎　中内喜教
大工　松本利吉
棟梁　入口喜八

大工　藤原朝臣兵右衛門
大工　奥木頭大字折宇村　久保善太郎

大工　松本利吉
大工助役　前河忠三郎　平井宮蔵
大工　長尾計一　猪上利五郎

大工世話人　新シ屋多賀助

大工　猪上利五郎　蔭野登
大工　当村　幾田今蔵
大工　岩崎典八
大工　岩崎典八
大工　福永留一
大工　岩崎典八
大工　桑野村　幸治右衛門久興

大工　湯浅岩蔵
大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎

大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎

大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎

大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎
大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎

大工棟梁　湯浅岩蔵　高田慶太郎
大工　高田慶太郎

大工　川尻良蔵
大工　川尻良蔵
大工　奥坂龍蔵

大工　海部郡赤松　岩谷唯吉
大工　海部郡赤松　岩谷唯吉
大工　海部郡赤松　岩谷唯吉
大工　藤本益雄

棟梁　入口喜八　　脇棟梁　仁義晴市

大工　アズエ　宮太夫
大工　轟谷村　惣太夫
大工　掛盤村　藤原朝臣發取庄左衛門
大工　掛盤村　藤原朝臣發取庄七
大工　南荒田野村藤原□湯浅平兵衛□吉
大工　掛盤村　藤原朝臣發取庄左衛門是吉
入野村　藤原朝臣發取弥七良仲道
大工　同村　高山瀧太吉次
大工　同村　高山瀧太吉次
大工　木頭村　湯浅岩蔵

大工　木頭村　湯浅岩蔵
大工　高田類太郎　吉田清右衛門

大工　吉田清次郎　山田曽吉

大工　吉田清春
大工　上木頭村　小柏国光
大工　上木頭村　小柏国光
大工　上木頭村　小柏国光
棟領　小柏国光
大工棟梁　入口喜八

その他

小工　近藤富五郎

小工　久保栄市

小工　高田桂太郎

小工　高田達蔵　川尻龍造
仁義慶吉　久保弁太郎

小工　仁義慶吉
小工　仁義慶吉
小工　仁義竹男

屋根職人　相生町大久保　滝口常雄
小工　岩佐治伯

肝煎　藤右衛門　小工　当所　所左衛門

小工　大用地　幸右衛門

小工　掛盤村　藤川亀左衛門是吉
小工　掛盤村　藤川亀左衛門是吉
小工　坂州村　高山瀧太　同
信太　木頭村　下田慶太　良
木挽　当村　佐与太　出羽　音
次良　鍛治　照次　石工　当所
鉄五良　木挽　野口　仙太良

小工　惣吉　七蔵

小工　西峯要助

小工　比浦利蔵　西峰要蔵

総高

775
735
728
732
732
732
775
767
761
547
728
460
546

540
610
604
608
545
567

380
536
500
549
582
752
729
658
785
958
950
850

850

848

788
786

673
1025

654
777
650
551
862
906
512
393
542
722
1060
960
951
996
1031
915
910
998
804

837
547
1011

565
915
547
546
932
498
635
851
546
788
546
546
920
583

片高

767
726
722
725
723
723
767
756
742
－
715
－
537

529
588
590
594
－
553

364
－
493
532
572
732
713
640
765
942
938
838

838

838

725
775

663
1000

635
765
640
542
845
883
495
380
533
708
1046
952
938
984
1015
912
903
977
790

832
542
998

553
891
536
534
918
485
620
838
535
765
530
529
910
－

寸法

上幅

125
127
102
137
133
136
132
145
144
113
95
95
106

97
133
94
103
100
100

85
95
72
115
112
144
113
122
129
118
128
143

142

146

137
138

108
184

137
124
112
102
143
173
120
102
102
106
208
114
128
123
151
118
143
160
144

148
126
178

122
170
111
112
175
115
125
157
117
140
112
112
150
98

下幅

117
113
88
131
126
127
118
122
102
100
85
－
89

86
101
72
88
101
89

75
82
63
97
88
116
106
100
110
103
108
120

121

122

116
113

93
167

122
106
97
90
112
122
98
82
90
96
160
102
105
110
153
105
125
142
130

134
109
150

102
140
95
96
147
100
108
126
101
106
95
95
128
－

厚さ

22
18
15
20
17
20
19
18
22
24
23
18
16

10
15
７
18
17
17

８
６
12
21
20
34
18
34
27
14
19
19

18

18

18
18

17
27

23
20
21
13
24
26
13
14
17
15
33
25
20
26
33
18
30
26
18

14
14
30

22
35
19
18
27
13
20
20
20
25
24
24
12
17

鬼
門
切
右

右
右
右
右
左
左

右

右

右

鬼
左

左

備考

蛙又は再使用

屋根をトタン
葺きに改修

天神地祇八百萬神

図面有り
柱梁の修繕

仏式

縁周りの修理



４．棟札

棟札は、建築年代の確定や、工事に関わった人物、

また、建替えや修繕などの回数を知ることができる

貴重な資料である。今回の調査においては、９ヶ所

73枚の棟札を調査することができた。

調査場所と枚数及び最古のものは、以下の通りで

ある。

八幡神社（坂州） 23枚 延宝５年（1677）

宇奈為神社 22枚 元禄７年（1694）

八幡神社（岩倉） 13枚 元禄元年（1688）

地蔵堂（岩倉） ４枚 宝暦12年（1762）

小畠の舞台 ２枚 明治31年（1898）

阿弥陀堂（小畠） ３枚 文久２年（1862）

倭武神社（出羽） ４枚 昭和15年（1940）

阿弥陀堂（出羽） １枚 安永２年（1773）

天神社（栩平） １枚 明治23年（1890）

一番多くの棟札を所蔵していたのは、坂州の八幡

神社の23枚で、年代が確実な最古ものは、これも坂

州の八幡神社の延宝５年（1677）であった。（図20）

寸法では、最大は宇奈為神社の昭和55年（1980）

の総高1060袢もので、最小は、小畠の阿弥陀堂の文

久２年（1862）の総高380袢のものであった。年代

による寸法の特徴は見受けられないが、社殿の規模

によって寸法が異なる傾向があり、大きい社殿は大

きく、小社殿は小さくなる傾向があり、同じ神社内

に数棟の社がある場合、重要な建物ほど大きくなる

傾向があり、建設に関わる地域の役員、大工など棟

札に記名する数も増え大きな棟札になると考えられ

る。また、どの建物も工事の種類が同じであれば、

ほぼ同寸であり、前例に倣っている。寺社建築の棟

札は、棟木に取り付けず、神殿の中や厨子
ず し

などに納

められるので寸法的に制限されることがある。

形状では、上部が山型になった尖頭型がほとんど

であったが、少数、水平となっている平頭型が見ら

れた。下部の隅を切り落とした鬼
き

門切
もんぎり

を施されたも

のは全体に他の町村に比較し少なかった。

棟札に書かれた人物では、江戸時代のものには藤

原系を名乗る大工の多く、地元の大工の名前も多く

見られるが、現在の阿南市の大工も見られた。

木沢の大工では、那賀川流域の多くの寺社建築に

携わった湯浅岩蔵が名匠として知られている。湯浅

岩蔵は、町誌によると文久２年（1862）５月20日79

歳で亡くなっており、坂州の八幡神社63歳、宇奈為

神社74歳の作品である。湯浅岩蔵の小工に高田慶太

郎があり、高田慶太郎が棟梁となった小工に川尻良

蔵とその技術が伝えられている。その後の伝承は資

料が少なく不明である。宇奈為神社では那賀川流域

に多く見られる四方八方に手先が出る組物や氷状に

角ばった荒々しい岩の彫刻が見られる、これらの特

徴を持ったものが湯浅岩蔵系統の大工の手によるも

のであることの判断材料となることが分かった。し

かし、全てのものがこの様式で造られていないので、

さらに研究を要するところである。

５．おわりに

平成16年台風10号の豪雨による災害のために、今

回調査できなかった社寺建築もあったが、調査でき

た社寺の中には当山の八幡神社本殿のように台風に

よって多大な被害を受けているものもあった。

その後、黒瀧寺方丈の調査をする機会を得た。徳

島市の濱出久氏により設計がされ、旧来の和小屋で

はなく洋小屋であった。

本稿では、建築年代を表す上で、江戸時代の年代

区分は、建築的な特徴から前期を1615～1660年、中

期を1661～1750年、後期を1751～1829年、末期を

1830～1867年に区分した。

最後に、今回の調査において、多くの村民の方々

に調査協力を頂いた。この場を借りてお礼を申し上

げます。
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